
１．件 名：中部電力株式会社浜岡原子力発電所の原子力事業者防災業務計

画作成（修正）の検討について及び平時の周辺住民への情報提

供について 

 

２．日 時：令和4年3月3日 13:30～14:20 

 

３．場 所：原子力規制庁3階 室内会議卓 

 

４．出席者（テレビ会議システムによる出席） 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

 川﨑企画調整官、澤村防災専門官、和田専門職 

中部電力株式会社 

   本店 原子力本部 原子力部 防災・核物質防護グループ 課長他7名 

 

５．要 旨 

中部電力株式会社から、同社浜岡原子力発電所の原子力事業者防災業

務計画の修正として、以下を検討しているとの説明があった（資料 1）。 

・原子力災害対策特別措置法関係法令に合わせ記載の修正 

・社内組織改定に伴う記載の修正 

・1,2 号機排気筒撤去に伴う記載の修正 

・SPDS 伝送開始に伴う変更 

・その他、記載の適正化に伴う記載の修正 

また、浜岡原子力発電所の原子力事業者防災業務計画に定める平常時

の周辺住民への情報提供について実施状況の説明があった（資料 2）。 

原子力規制庁より、平時の周辺住民への情報提供について、原子力事業

者防災業務計画に定める、①放射性物質及び放射線の特性、②発電所の概

要、③原子力災害とその特殊性、④原子力災害発生時における防災対策の

内容及び⑤施設の状況に応じた緊急事態の考え方について、主に以下を

実施したことを「原子力事業者防災業務計画の確認に係る視点等につい

て」に基づき確認した（資料 2）。 

・訪問対話・説明会（意見交換会、出前講座、発電所見学会等）による

情報提供 

・情報公開・発信（HP 公開、広報誌、御前崎ケーブルテレビ放送等） に

よる情報提供 

 



６．その他 

配布資料 

資料 1：浜岡原子力発電所原子力事業者防災業務計画の修正内容について 

資料 2：2021 年度「平常時の広報活動」に係る活動の取り組み事例につい 

    て 


